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2後藤乾ー 「台湾と南洋J r帝国統治の構造-講座近代日本と植民地 2J 岩波書店1992年 p. 161. 
3 この民族意識というのは「台湾人」としての意識を指す。
4 r矢内原忠雄全集』 第二巻岩波書店1963年 p. 376. 
論文審査の結果の要旨
本論文は、台湾が日本の植民地となった 1895年から 1945年にかけての台湾における知識人の民族意識がどのような
変容を遂げたかを明らかにすることを目的にしている。
序章で本論文関連の研究史を概観し、第一章「知識人における『祖国』と『日本JJ で、日本の植民地になって以
来、特に1920年代以後の新しい教育を受けた知識人を取り上げ、本来の文化的祖国の中国と宗主国日本との間で彼ら
の台湾民族意識がどのように変化したかを解明している。この中では、日本をはじめとする海外の国に留学していた
学生たちが台湾にもたらしたものに注目している点が新鮮な着眼点として特に高く評価できる。
第二章「知識人の『抗日』思想」は、 1920年代後半、日本の植民統治が思想の面で強い影響を及ぼしたにもかかわ
らず、台湾の知識人社会には従来の伝統的思想も未だに根強く残っていたことを指摘し、その中で、「抗日」思想が
芽生えてきたことを明らかにしている。
第三章 fr社会主義』と知識人の関わり」は、 1920年代後半から台湾で台頭してきた社会主義がどのように台湾知
識人と関わったかを明らかにするo 歴史的に見て、台湾共産党の結成(1928年)が、台湾独立思想との関連で重要な
点であることを指摘している点は特に注目すべき指摘であると思われる O
第四章「戦時期台湾の知識人」では、台湾における「皇民化運動」と台湾知識人の民族意識を検討している。「皇
民文学」に関しては個別の研究はこれまでもあったが、本論文は、全体として歴史の中で知織人が「皇民文学」にど
う影響されたかを検討しており、この点もこれまでにない試みであり高く評価できる点である。
本論文は、植民地化と近代化が同時に起こった台湾における知識人の「民族意識」の変容を、新聞、雑誌、文学作
品を丹念に読み込み、大きな視点から跡つeけたものである。従来の研究のように「抗日」の視点からのみの研究では
なく、総合的に知識人の苦闘を扱い、中国と日本の間で揺れる知識人の心の慎悩に深く目を届かせ、耳を傾けようと
している点が特に高く評価できる。日本語の表現でやや不十分なところも見られるが、それが本論文の価値を損なう
ものではないことは明らかである。
以上により、本論文は博士(言語文化学)の学位論文として十分に価値あるものと判断する。
-1007 -
